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～
二
十
一
世
紀
を
生
涯
学
習
の
時
代
に
～

今
年
は
二
〇
一
四
年
で
す
。
早
い
も
の
で
二
十
一
世
紀
に
入
り
、
早
や

十
五
年
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。

私
が
教
育
に
関
連
し
た
時
代
・
・
・
今
か
ら
二
十
年
前
（
宇
ノ
気
町
教

育
長
か
ら
県
議
に
）
か
ら
四
十
年
前
（
石
川
県
青
年
団
協
議
会
長
に
就
任
）

の
こ
ろ
は
、
高
度
経
済
成
長
・
・
バ
ブ
ル
の
真
っ
盛
り
で
、
大
変
活
発
な

時
代
で
し
た
。
し
か
し
、
来
る
二
十
一
世
紀
を
目
指
し
、
物
か
ら
心
の
時

代
へ
・
・
、
文
化
と
教
育
の
時
代
へ
・
・
、
生
涯
教
育
の
時
代
へ
・
・
、
そ

し
て
生
涯
学
習
の
時
代
が
志
向
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
活
動
が
芽
生
え
て
来
て

い
ま
し
た
。
文
部
省
も
社
会
教
育
局
を
生
涯
学
習
局
に
し
、
筆
頭
局
に
す

る
と
声
高
々
に
唱
え
た
の
も
昨
日
の
よ
う
で
す
。　

一
方
、
高
い
経
済
成
長
が
地
域
中
心
の
時
代
か
ら
、
会
社
中
心
の
時
代

に
大
き
く
改
革
を
求
め
、
地
域
を
基
盤
と
す
る
青
年
団
や
婦
人
会
・
壮
年

団
等
が
衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

バ
ラ
色
・
虹
色
の
二
十
一
世
紀
も
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
よ
り
、
す
っ

か
り
色
あ
せ
て
、
大
き
く
経
済
中
心
・
も
の
中
心
・
お
金
中
心
の
時
代
に

Ｕ
タ
ー
ン
し
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
出
生
率
は
極
端
に
落
ち
、

少
子
化
に
加
え
て
、
団
塊
の
世
代
の
高
齢
化
に
伴
い
、
世
界
で
も
珍
し
い

急
激
な
少
子
高
齢
化
時
代
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

世
界
第
二
位
の
経
済
大
国
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

ビ
ル
ま
で
、
買
い
占
め
た
勢
い
が
ア
ッ
と
言
う
間
に
衰
退
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が

中
国
に
抜
か
れ
た
だ
け
で
な
く
、
国
内
の
工
場
が
中
国
を
中
心
と
す
る
東

南
ア
ジ
ア
に
移
転
進
出
し
、
国
内
経
済
の
空
洞
化
を
促
進
し
て
来
ま
し
た
。

会
社
の
宝
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
青
年
労
働
者
も
、
臨
時
職
員
・
嘱

託
職
員
と
し
て
就
職
で
き
れ
ば
よ
い
方
で
、
青
年
失
業
者
も
高
留
ま
り
の

ま
ま
で
、
推
移
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
日
本
の
若
者
は
世
界
の
主
要
国
の
若

者
に
比
べ
て
、
活
力
が
乏
し
く
・
・
夢
・
希
望
を
持
た
ず
・
・
、
公
共
心
・

愛
国
心
が
薄
く
利
己
主
義
で
あ
る
と
の
傾
向
が
強
い
よ
う
で
す
。

ま
さ
に
、
戦
後
教
育
の
ツ
ケ
が
結
果
と
し
て
現
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
第
一
次
安
倍
内
閣
が
発
足
し
、
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら

の
脱
却
を
掲
げ
、
戦
後
の
占
領
期
に
、
進
駐
軍
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
教
育

基
本
法
と
憲
法
の
改
正
を
訴
え
ま
し
た
。
紆
余
曲
折
は
あ
り
ま
し
た
が
、

六
十
年
振
り
に
教
育
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
国
旗
、
国
歌
、
郷
土
や
国
を

愛
す
る
心
、
家
族
の
尊
重
・
・
等
が
、
法
制
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
国
民

一
人
ひ
と
り
が
、
自
己
の
人
格
を
磨
き
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
そ
の
生
涯
に
お
い
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
成
果
を

適
切
に
活
か
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
が
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
言
う
、
生
涯
学
習
の
理
念
が
、
よ
う
や
く
日
の
目
を
見
ま
し
た
。
生
涯

学
習
が
叫
ば
れ
て
か
ら
、
数
十
年
の
年
月
を
経
て
、
よ
う
や
く
法
制
化
さ

れ
た
訳
で
す
。

さ
あ
ー
こ
れ
か
ら
、
い
よ
い
よ
生
涯
学
習
に
よ
る
二
十
一
世
紀
づ
く
り

で
す
。
新
し
い
教
育
基
本
法
の
精
神
に
則
り
、
個
人
偏
重
か
ら
家
族
、
地

域
に
も
軸
足
を
ず
ら
し
、
他
と
の
交
わ
り
の
中
か
ら
個
を
育
て
る
教
育
・・・・

ま
さ
に
生
涯
教
育
・
生
涯
学
習
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
見
で
す
が
、
私
は
ま
ず
青
少
年
活
動
・
地
域
活
動
か
ら
重
点
的
に
取

り
掛
か
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
し
、
出
来
れ
ば
こ
れ
が
教
育
関
係
者
の
共

通
理
解
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

一
昨
年
三
月
、本
県
に
も
「
石
川
の
教
育
振
興
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、

各
市
町
で
も
教
育
振
興
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
の
住
む
か
ほ
く
市
に
も
、
昨
年
十
一
月
に
「
自
ら
考
え
と
も
に
学
び
明

日
を
ひ
ら
く
人
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
石
川

県
内
の
県
・
市
・
町
の
教
委
が
一
斉
に
新
し
い
教
育
振
興
基
本
計
画
の
実

践
の
「
ま
ず
第
一
歩
」
と
し
て
青
少
年
活
動
・
地
域
活
動
つ
ま
り
地
域
少

年
団
体
活
動
や
地
域
青
年
団
活
動
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
れ
ば
、
二
十
一

世
紀
半
ば
に
し
て
、
素
晴
ら
し
い
生
涯
学
習
時
代
が
実
現
す
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
・
・
・
・
・
。


